
積丹町町制施行   60 年記念事業 昭和を懐かしむコンサート昭和を懐かしむコンサート

　

12
月
10
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
『
昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

コ
ン
サ
ー
ト
〜
懐
か
し
い
思
い
出
の
流
行
歌
の
夕
べ
〜
』
が
開

催
さ
れ
、
あ
い
に
く
の
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
町
内
外
か
ら

１
４
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

道
内
を
拠
点
に
活
動
し
、
今
や
全
国
各
地
で
公
演
を
行
っ
て

い
る
『
北
海
道
歌
旅
座
』
を
迎
え
、
当
町
の
昭
和
の
画
像
を
映

し
な
が
ら
、「
時
代
」、「
花
嫁
」、「
い
ち
ご
白
書
を
も
う
一
度
」

な
ど
昭
和
を
代
表
す
る
名
曲
30
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

歌
旅
座
の
み
な
さ
ん
が
奏
で
る
力
強
い
歌
声
と
美
し
い
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
音
色
、
迫
力
の
あ
る
ダ
ン
ス
コ
ー
ラ
ス
。
ま
た
、

観
客
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
た
と
き
に
は
、
ひ
と
り

一
人
の
人
生
の
歩
み
を
思
い
出
し
、
涙
ぐ
む
多
く
の
人
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
、
メ
イ
ン
ボ
ー
カ
ル
の
ジ
ュ
ン
コ

さ
ん
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
高
杉
奈
梨
子
さ
ん
の
サ
イ
ン
会

も
行
わ
れ
、
長
蛇
の
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
、
積
丹
町
誕
生
60
年
の
節
目
を
迎
え
た
私
た
ち
の
郷
土

積
丹
町
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
郷
土
愛
を
育
み
、
ま
ち
づ

く
り
の
新
た
な
歴
史
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　様々な心配や悩みごとに身近な相談相手になっ

てくれる民生委員・児童委員が平成 28 年 11 月 30

日の任期満了に伴い改選され、厚生労働大臣と北

海道知事から 17 名の方々が委嘱され、松井町長か

ら委嘱状が伝達されました。

　今回委嘱された委員の任期は、平成 28 年 12 月 1

日から平成 31 年 11 月 30 日までの３年間です。各

担当地区で、住民の立場に立った活動を行いなが

ら地域福祉の増進に努めます。

　また、今回の任期満了に伴い主任児童委員の佐

藤多美子さん ( 美国町 ) が退任されました。長年

のご尽力に心から感謝します。

委員氏名

（電話番号）
担当地区

委員氏名

（電話番号）
担当地区

道房　裕

（44-2614）

小泊・厚苫

寺町・常盤

小原　一雄

（45-6552）
入舸町

三上　末子

（44-2467）

柳町・浜町

茶津

佐藤　壽一

（45-6138）

日司町

（日司泊除く）

別所　範一

（44-2610）

西仲・中央

東浦

郷六　憲子

（45-6162）

野塚町

日司泊

山﨑　美枝子

（44-3171）

山岸

西浦

海田　富佐子

（45-6079）

野塚町

丸山

吉田　裕子

（IP 44-2421）
栄町

外崎　晃記

（46-5075）

西河町

来岸町

谷橋　誠子

（44-3451）

多茂木

川上

安宅　範子

（46-5108）

余別町

神岬町

松葉　和弘

（44-2309）
婦美町

新井田　澄子

（46-5072）

余別町

神岬町

富士谷　哲朗

（45-6260）
幌武意町

委員 電話番号

廣和　美恵子（新・余別町） ４６－５１７４

菊谷　知子（美国町） ４４－３６２１

■主任児童委員

■民生委員・児童委員

１７名の各地区民生委員・
　　　　児童委員を紹介します

（敬称略）

（敬称略）

～思い出の流行歌の夕べ～～思い出の流行歌の夕べ～
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積丹町町制施行   60 年記念事業
北海道日本ハムファイターズ 積丹町応援大使北海道日本ハムファイターズ 積丹町応援大使

鍵谷陽平選手・中村勝選手が来町！鍵谷陽平選手・中村勝選手が来町！
　

11
月
22
日
、今
年
、日
本
一
に
輝
い
た
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
の
積
丹
町
応
援
大
使 

鍵
谷
陽
平
選
手
・
中
村
勝
選

手
が
来
町
し
、
町
民
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
両
選
手
は
、
美
国
小
学
校
を
会
場
に
行
わ
れ
た
町
内

全
校
児
童
生
徒
と
の
交
流
会
に
参
加
し
た
ほ
か
、
岬
の
湯
し
ゃ

こ
た
ん
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
選
手
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
や
選
手
と
子
ど
も

た
ち
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
な
ど
、
短
い
時
間
を
み
ん
な

で
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
「
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ
」
に
も
訪
れ
、
鍵
谷
・
中
村
両
選
手
か
ら
教
育
委

員
会
に
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
選
手
会
作
成
の
絵

本
２
冊
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
、

道
内
外
か
ら
１
４
１
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
優
勝
パ
レ
ー
ド
の
裏
話
や
選
手
へ
の

質
問
、
サ
イ
ン
入
り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
ボ
ー
ル
が
当
た
る
抽
選

会
・
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
歓
声
が
。

最
後
に
、
両
選
手
が
来
シ
ー
ズ
ン
も
日
本
一
に
な
る
こ
と
を
約

束
し
、
大
き
な
拍
手
が
会
場
を
包
み
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
鍵
谷
・
中
村
両
選
手
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

　

公
益
財
団
法
人
岡
田
茂
吉
美
術
文

化
財
団
が
運
営
す
る
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

（
静
岡
県
熱
海
市
）
で
は
、
小
学
生

を
対
象
に
毎
年
全
国
規
模
の
作
品
展

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
小
樽
児
童
作
品
展

（
実
行
委
員
長:

中
村
裕
之
衆
議
）

で
は
、
小
樽
市
、
余
市
町
、
仁
木
町
、

古
平
町
、
積
丹
町
の
児
童
か
ら
、
絵

画
１
１
９
点
、
書
写
２
９
３
点
の
応

募
が
あ
り
、
11
月
27
日
に
市
立
小
樽

美
術
館
で
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
町
か
ら
は
、
外
崎
享
俊
君
が
絵

画
の
部
で
「
積
丹
町
長
賞
」、
佐
藤

達
史
君
が
書
写
の
部
で
「
積
丹
町
教

育
長
賞
」、
野
宮
瑠
香
さ
ん
が
絵
画

の
部
で
「
銀
賞
」
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
、
表
彰
式
の
審
査
講
評
で
は
、
３

作
品
の
高
い
評
価
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館 

小
樽 

児
童
作
品
展

外
崎
享
俊
　
　
　（
余
別
小
５
年
）
絵
画
の
部

野
宮
瑠
香
　
　
　（
余
別
小
４
年
）
絵
画
の
部

佐
藤
達
史
　
　
　（
野
塚
小
５
年
）
書
写
の
部

▲積丹町教育長賞の佐藤達史君

▲積丹町長賞の外崎享俊君（右）と

銀賞の野宮瑠香さん（左）

入　賞
画
１
１
９
点
、
書
写
２
９
３
点
の
応

画
１
１
９
点
、
書
写
２
９
３
点
の
応

▲積丹町長賞の外崎享俊君（右）と

く
んん ん

く さ
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建築物の所有者・管理者の方へ 　　　　の適切な維持管理をお願いします空き家

　
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
空
き
家
は
、
周
囲
に
さ
ま
ざ
ま
な

悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特

に
冬
期
間
は
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
な
ど
に
よ

り
重
大
な
事
故
を
起
こ
す
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　
空
き
家
が
原
因
で
近
隣
や
通
行
人
に
損
害

を
与
え
た
場
合
、
所
有
者
や
管
理
者
は
そ
の

責
任
を
問
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

 

空
家
の
適
切
な
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

適切に維持管理されていない例適切に維持管理されていない例

老朽化が進み、 風雪

で建物が倒壊したり部

材が飛びそうな状態
ドアが壊れており、

誰でも侵入できる状態

可燃物が放置さ

れており、 放火を

誘発しそうな状態

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

（
俵
谷
宗
義
支
署
長
・
署
員
17
名
）

で
は
、
支
署
の
建
物
内
を
使
用
し

て
「
ほ
ふ
く
救
出
訓
練
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
対
応
す
る
技
術
力
を
身
に
つ
け

よ
う
と
12
月
か
ら
毎
週
行
わ
れ
て
い

る
こ
の
訓
練
は
、
火
災
等
で
煙
に
巻

か
れ
た
人
が
い
る
こ
と
を
想
定
。
隊

員
は
、
空
気
呼
吸
器
を
装
着
し
て
煙

道
内
を
探
索
し
、
要
救
助
者
を
安
全

か
つ
迅
速
に
救
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
７
月
の
『
全
道
消
防

救
助
技
術
訓
練
指
導
会
』（
救
助
技

術
大
会
）
に
向
け
た
訓
練
も
行
っ
て

い
ま
す
。

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

狙
う
は
全
国
大
会
出
場
！

最
強
の
消
防
士
目
指
し
日
々
訓
練

消
防
士
が
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　

同
支
署
で
は
過
去
に
、
は
し
ご
登

は
ん
、
ほ
ふ
く
救
出
、
引
揚
救
助
の

３
種
目
に
出
場
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
も
引
揚
救
助
で
は
、
都
市
部
の
消

防
士
と
競
う
中
で
、
平
成
18
年
、
19

年
、
24
年
の
３
大
会
で
優
勝
し
全
国

大
会
へ
出
場
し
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。

　

全
国
大
会
へ
出
場
し
た
先
輩
消
防

士
た
ち
が
そ
の
時
に
得
た
経
験
や
技

術
、
精
神
力
を
学
び
引
き
継
い
で
、

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、
日
々
訓

練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
救
助

技
術
の
基
本
的
要
素
を

練
磨
す
る
こ
と
で
消
防

救
助
活
動
に
不
可
欠
な

体
力
・
精
神
力
・
技
術

力
を
養
う
と
と
も
に
、

他
の
模
範
と
な
り
、
常

に
住
民
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
隊
員
の
育
成
を

目
指
す
も
の
で
す
。
７

種
目
あ
る
中
で
、
現
在

訓
練
を
行
っ
て
い
る

「
ほ
ふ
く
救
出
」
の
種

目
に
当
町
か
ら
３
名
の

▲ほふく救出訓練の様子

▲全国消防救助大会「ほふく救出競技」出場を目指す

  左から佐々木隊員、増山隊員、北上隊員

落　雪

＝“落雪”事故に注意を！＝
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